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局、

1，500戸(ー 1)
7，405人(キ14)

3，670人(+9) 

3，726人(+5) 

(55年8月 1日現在〉

世帯数

人口

男

女

村のようす

.~、1

今
年
の
異
状
気
象
は
気
分
的
に
も
う
っ

と
う
し
く
な
っ
て
く
る
。

こ
の
暗
雲
を
吹
き
と
ば
す
か
の
よ
う
に

明
る
い
話
題
は
老
人
グ
ラ
ブ
会
員
の
奉
仕

作
業
に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
あ
ろ

久
ノ
。
村
内
の
道
路
脇
に
は
い
ろ
/
¥
の
草
花

が
華
れ
い
な
花
を
咲
き
誇
り
道
行
く
人
々

の
心
を
な
ご
ま
せ
て
い
る
。

七
月
十
五
日
に
は
各
部
落
単
位
会
役
員

全
員
が
、
続
い
て
八
月
二
十
二
日
に
は
村

役
場
内
の
関
係
者
及
び
石
川
地
方
老
ク
連

添
田
会
長
、
大
滝
事
務
局
長
ら
七
名
が
参

加
し
て
審
査
を
行
っ
た
。

審
査
項
目
は
、
管
理
状
混
、
成
育
状

況
、
株
数
の
多
少
な
ど
に
つ
い
て
採
点
し

た
結
-
果
次
の
よ
う
な
成
績
を
収
め
た
。

第
一
位
小
高
寿
慶
会

第
二
位
北
須
釜
長
寿
会

第
三
位
岩
法
寺
長
寿
会

第
四
位
四
辻
長
寿
会

第
五
位
川
辺
百
日
紅
ク
ラ
ブ
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九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
三

代
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
高
令
者
の
ご
苦
労
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
国
民
全
体
が
長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
の
祝
日

で
す
。玉
川
村
で
も
九
月
十
三
日
、
午
前
十
時
か
ら
、
玉
川
村
体
育

館
に
村
内
七
五
才
以
上
の
高
令
者
三
一
八
名
を
招
待
し
、
敬
老

年
金
や
記
念
品
等
を
贈
っ
て
敬
者
の
会
を
開
き
ま
す
。

尚
、
紙
面
の
都
合
上
、
本
紙
で
は
八
十
匂
才
一
以
主
の
方
々
〈
男

四
五
名
女
九
六
名
夫
婦
十
組
〉
を
紹
介
し
祝
福
い
た
し
ま
す
。
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思
無
謀
運
転
の
防
止

同
…
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

:・ま山自ω

守
年
も
九
月
二
十
一
日
か

Uλ

二
十
日
ま
で
の
十
日
間
、

ouいり
全
国
交
通
安
全
運
動
が

汗
〉
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

ョ
~
r」
乏
し
は
、
交
通
事
故
に

り〈

h
v

死
者
が
増
加
ぎ
み
。
六

よ
一
木
現
在
で
(
全
国
〉
、
四

日
〕
丘
一
十
九
人
と
、
昨
年
間
期

通
九
都
択
百
三
十
三
人
(
一
一

7

4
一
〈
診
も
増
え
て
い
ま
す
。

月
山
こ
れ
を
状
態
別
に
み
る
と

n吋
υ
~
歩
行
者
、
自
転
車
乗
用
中
の

~
死
者
が
前
年
同
期
に
比
較
し

て
減
少
し
て
い
る
な
か
で
、
自
動
車
及

び
三
輪
車
乗
車
中
の
死
者
が
増
加
し
て

居
り
、
自
動
車
乗
車
中
が
百
四
十
八
人

増
、
自
動
二
輪
車
乗
車
中
が
三
十
八
人

増
、
ま
た
原
付
自
転
車
乗
車
中
が
十
七
安
全
運
転
の
確
保

人
増
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
o

特
に
無
謀
運
転
の
防
止

更
に
第
一
当
事
者
の
違
反
別
死
亡
事
歩
行
者
、
特
に
老
人
と

故

件

数

を

見

る

と

、

最

高

速

度

違

反

、

子

供

の

交

通

事

故

防

止

安
全
運
転
義
務
違
反
、
消
酔
い
運
転
に
自
転
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車

よ

る

も

の

が

依

然

と

し

て

上

位

を

占

め

の

安

全

利

用

の

促

進

て
い
る
、
特
広
川
瀬
酔
'い
'運
転
、
信
号
の
三
項
目
を
巡
動
の
重
点
テ
「
マ
に

無
視
、
踏
切
交
差
点
で
め

いプ
時
不
停
止
国
民
総
ぐ
る
み
で
秋
の
全
国
交
通
安
全

策
に

1
3
‘も
の
が
ハ
前
年
一同
刻
に
比
較
述
動
が
行
め
れ
ま
す
o
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し
て
大
巾
に
前
え
、
こ
れ
ら
恕
質
述
以

無
謀
逆
転
に
起
凶
す
る
死
亡
事
故
が
地

加
し
て
い
る
状
況
は
極
め
て
逃
憾
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
歩
行
者
、
自
転
車
乗

用
中
の
死
者
は
、
減
少
し
て
い
る
と
は

い
う
も
の
の
、
依
然
と
し
て
全
死
者
の

四
割
を
占
め
て
お
り
、
な
か
で
も
子
供

と
老
人
の
占
め
る
率
が
六
十
四
%
と
依

然
と
し
て
高
い
実
情
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
の
運
動
は
、

2 3 

量
消?完
全ト委主

語1
力
者
をf
表
彰 ii

I 

同

泉
中
学
校
に
発
坐
し
た
火
災
を
い
ち

断
と
、
し
か
も
適
切
、
機
敏
な
行
動

な
る
寸
前
に
通
報
し
ー
ま
た
、
速
か

け
見
事
に
消
し
止
め
、
損
害
を
最
少

限
に
防
止
で
き
た
の
は
、
次
の
方
々
の
諮
問
行
と
功
績
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
し
て
、
去
る
八
月
二
十
三
日
村
長
室
に
お
い

て
、
村
長
、
教
育
長
、
消
防
団
長
か
ら
、
金
一
封
を
贈
り
表

彰
い
た
し
ま
し
た
。

者

表

彰

者

。

彰企 vι受

玉
川
村
大
字
中
字
向
五
十
七

高 11 高矢

林

サ;ァ甚菊
ナキ之
子ヱ助二

横
浜
市
旭
区
今
宿
東
町
五
一

玉
川
村
夫
字
中
字
向
五
十
九

林部

道
路
の
障
害
物
排

除
作
業
を
実
施

交
通
安
全
須
釜
分
会

交
通
安
全
須
釜
分
会
並
び
に
同
ほ
の

会
で
は
、
交
通
障
害
と
な
る
道
路
の
下

草
な
ど
の
障
害
物
の
排
除
を
行
い
、
交

通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
去

名
八
月
四
日
(
月
〉
午
前
五
時
か
ら
、

分
会
役
員
及
び
母
の
会
役
員
を
先
頭
に

全
会
長
が
参
加
し
、
各
部
落
ご
と
に
排

除
作
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
地
区
内
の
道
路
の
見
通
し

が
良
く
な
り
運
転
者
の
皆
さ
ん
か
ら
大

変
感
謝
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

玉
川
村
郷
土
史

研
究
会
誕
生

こ
の
ほ
ど
玉
川
村
史
が
発
刊
さ
れ
、

村
民
の
聞
に
行
き
渡
る
に
つ
れ
て
、
郷

土
の
歴
史
を
見
直
す
機
運
が
高
ま
っ
て 道路の下車w排除作業

来
ま
し
た
。

去
る
六
月
十
五
日
に
は
有
志
諸
候
の

参
加
を
得
て
、

H

玉
川
村
郷
土
史
研
究

会
H

が
結
成
さ
れ
、
歴
史
に
関
心
を
持

つ
方
々
の
研
究
機
関
と
し
て
歩
み
は
じ

め
ま
し
た
。

郷
土
の
歴
史
を
広
く
深
く
研
究
す
る

た
め
に
、
が
玉
川
村
史
η

を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
応
用
し
、
郷
土
の
基
礎
知
識
を

深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
上
で
各
自
の
研
究
課
題
に
取
り

組
み
未
知
の
分
野
を
掘
り
起
こ
す
活
動

を
す
す
め
た
い
、
そ
の
分
野
は
わ
が
家

の
家
系
で
も
よ
い
し
、
山
野
に
侍
む
野

仏
で
も
よ
い
、
ま
た
、
昔
の
旅
行
、
冠

婚
葬
祭
の
仕
方
な
ど
無
限
の
分
野
が
広

が
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
毎
月
一
回
の
定
例
研
究
会
を

開
ら
い
て
木
会
の
目
的
を
達
成
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
研
究
会
は
あ
く
ま
で
郷
土
の
歴

史
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
り
、
諸
資
料

の
収
集
保
存
、
研
究
会
、
講
演
会
、
展

示
会
な
ど
の
開
催
、
会
員
の
研
究
発
表

機
関
紙
の
発
行
な
ど
を
事
業
目
標
と
し

て
居
り
ま
す
。

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
玉
川
村

公
民
館
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

A 

泉

郷

ク

優

勝

こ
の
ほ
ど
行
な
わ
れ
た
、
第
四
国
体

育
協
会
長
杯
野
球
大
会
で
、
熱
戦
の
末

泉
郷
グ
ラ
ブ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

準
決
勝

東
京
精
工

5
1
1

泉
郷
ク
予
ブ

6
1
0

決

勝

泉
郷
ク
ラ
ブ

7
1
0

ス
ネ

1
グ
ス

玉
川
ク
ラ
ブ

東
京
精
工
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球
技
大
会
は
、

場
に
村
内
十
郎

り
の
選
手
が
参

た。
中
の
事
故
防
止

を
目
的
と
じ
て

り
、
夏
休
み
中

楽
し
み
の

一
つ

こ
の
日
の
た
め
に
各
部
落
で
は
子
供

育
成
会
な
ど
父
兄
と
練
習
を
重
ね
て
来

ま
し
た
。

当
日
は
好
天
候
に
恵
れ
、
競
技
に
先

き
立
っ
て
出
場
選
手
全
員
に
よ
る
入
場

行
進
を
行
な
い
大
会
を
盛
り
あ
げ
ま
し

た。
大
会
は
男
子
ソ
レ
ト
ボ

l
ル、
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ー惨

頑
張
る
豆
選
手
た
ち

頃ポ
の ，1-，
腕ト
をポ
競 i
L、ノレ
合の
いこ
ま種
し目
7こ Uこ
。別
れ
て
日

女
子

障惨

ポ
ー
ト
ポ

l
ル
の
熱
戦

会
場
に
は
村
内
の
大
人
迷
も
つ
め
か

け
、
わ
が
部
落
の
一
旦
選
手
に
大
き
な
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

市

須

釜

準

優

勝

中

三

位

川

辺

;

l

:

c
 

H

1

多

盆

O
女
子
ポ

l
ト
ボ
ー
ル

優

勝

前

須

釜

準

優

勝

中

三

位

川

f

仏

J

高辺

父
親
が
い
な
い
子
ど
も
や
父
親
が

身
体
や
精
神
に
重
い
隙
特
の
あ
る
と

き
、
又
は
死
亡
し
た
り
、
行
方
不
明

な
ど
の
た
め
に
父
親
と
一
緒
に
生
活

が
で
き
な
い
子
ど
も
が
、
り
っ
ぱ
に

成
長
す
る
よ
う
国
が
手
当
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

。
対
象
と
な
る
児
童

十
八
才
米
満
の
児
童
で
次
の
い
ず

れ
か
に
あ
て
は
ま
る
場
合
で
す
。

(
か
ら
だ
に
陣
容
の
あ
る
子
ど
も

は
二
十
歳
ま
で
み
と
め
ら
れ
ま

す
)

一
、
父
母
が
離
婚
し
た
家
庭
で
ほ
に

八
、
父
も
母
も
い
な
く
て
、
お
じ
い
さ

ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
お
じ
さ
ん
、

お
ば
さ
ん
な
ど
と
く
ら
し
て
い
る

子
ど
も

O
手
当
が
支
給
さ
れ
る
人
は

者・れ も 手も手
てが当を当
いほの育の
る親支て支
場以給て給
合外のいの
にの対る対
はも象母・象
、のと親・と
そにな な
の護る る
養・育子 子
育・さど ど

O
手
当
の
額
は

子
ど
も
が

一
人
の
場
合

(
月
額
〉

二
八
、

.
0
0
0円

子
ど
も
が
二
人
の
場
合
(
月
額
)

青
て
ら
れ
て
い
る
子
ど
も

二
、
父
が
死
亡
し
た
子
ど
も
(
母
子

年
念
、
時
子
福
祉
年
金
、
遺
政

年
金
が
も
ら
い
な
い
人
に
か
ぎ

り
ま
す
。

)

t

三
、
休
が
不
白
山
な
父
を
も
っ
子
ど

も
(
父
親
の
防
伸
一
同
年
金
給
付
金

の
加
算
対
象
に
な

っ
て
い
な
い

子
供
の
と
き
。
)

四
、
父
の
生
死
が
わ
か
ら
な
い
子
ど

も

五
、
矢
の
ゆ
く
え
が
一
年
以
上
わ
か

ら
な
い
子
ど
も

六
、
父
が
一
年
以
上
刑
務
所
な
ど
に

は
い
っ
て
い
る
子
ど
も

七
、
ハ
え
が
だ
れ
か
わ
か
ら
な
い
子
ど

市も

以

::-，(~ 

ど‘
ニも

OA 
0増三
Oす三
円ご
ずと O
つに O
力11 0 
JX f3 

0 うあを神
対とわ支に家・
象ずせ給陣庭ー
とゾるJを L告で:・
な も高 :ての養
る 叫ヂめ，一 、あ育
児 ーで 、とよpるーさf
童す 生しJ子・ ;fi

:~;"'.O ，( 日でど zて

をももい
豊子にる
かど国身
にもが体
しの手や
よしぎifi¥j 

身
心
に
障
害
の
あ
る
二
十
政
米
満
の

児
童
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は

ま
る
場
合
で
す
U

一
、
外
部
陣
容
の
子
ど
も

(も
う
、
ろ

D
ぁ
、
肢
体
不
自
由
等
〉

二
、
内
部
障
害
の
子
ど
も

(
結
核
性
疾
患
、
血
液
疾
患
、
諸
内

臓
障
害
〉

一
二
、
精
神
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も

(
精
神
病
、
て
ん
か
ん
、
そ
う
う
つ

症
等
〉

四
、
精
神
と
身
体
の
両
方
に
障
害
の
あ

る
子
ど
も

O
手
当
が
支
給
さ
れ
る
人
は

者・れも手を手
てが当育ぎ!
い父のての
る母支て支
場以給い給
合外のるの
にの対父・対
はも象又・象
、のとは・と
そにな母・な
の養る る
養・育子 ど
育・さど も

O
手
当
の
額
は

子
ど
も
一
人
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ

中
度
防
裂
の
場
合
(
月
額
〉

二
一
、
五

O
O円

重
度
障
害
の
場
合
(
月
額
)

三
二
、
三

O
O円

O
手
当
の
支
払

-
手
当
は
四
カ
月
分
を
ま
と
め
て
年

三
回
(
四
月
、
八
月
、
十
二
月
〉

に
分
け
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
手
当
は
請
求
し
た
月
の
翌
月
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

・
手
当
支
給
の
窓
口
は
最
寄
り
の
郵

便
局
で
す
。

O
手
当
を
受
け
る
手
続
き

手
当
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
は

市
役
所
(
福
祉
事
務
所
)
町
村
役

場
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

相
談
下
さ
い
。

・
県
で
は
、
生
活
福
祉
部
児
童
家
庭

課
で
と
り
放
っ
て
い

ま
す
。
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十
月
一
日
は
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
行
政
の
迎
切
な
運
営

に
必
要
な
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
、
極

め
て
重
要
な
調
査
で
す
。

調
査
謀
は
、
調
査
員
が
九
月
二
十
四

日
か
ら
三
十
日
の
間
に
各
家
庭
を
訪
問

し
、
お
配
り
し
ま
す
。

記
入
済
み
の
調
査
察
は
、
十
円
パ
一
日

か
ら
五
日
ま
で
の
間
に
も
う
一
度
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き

お
渡
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
員
、
が
お
伺
い
す
る
時
期

に
留
守
だ
っ
た
り
、
註
接
調
査
員
に
提

出
す
る
の
が
お
回
り
の
方
は
、
早
め
に

国
勢
調
査
担
当
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

、。、
L
V

お
忙
し
い
と
伝
思
い
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
活
を
見
直
す

新
生
活
運
動
推

進
協
議
会
発
足

現
在
の
社
会
情
勢
に
対
応
し
て
、
日

常
生
活
全
般
を
反
省
し
、
改
識
は
を
加
え

生
活
の
合
理
化
を
は
か
る
た
め
の
新
生

活
運
動
を
有
効
立
つ
積
極
的
に
推
進
す

-F--働・--
-
-
『
舗
櫨
圃
・
圃
回
園
田
昌
司
曲

固
と
郷
土
を
考
え
る

も
う
す
ぐ
十
月
一
日

i
i国
勢
調
査

の
行
わ
れ
る
日
で
す
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
を
対
象
に
、
五
年
ご
と
に

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
註
十

一
二
回
目
に
な
り
ま
す
。

(
調
査
項
目
〉

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
#
帯
態

成
、
就
業
状
態
な
ど
の
ほ
か
、
現
住
居

へ
の
入
居
時
期
、
通
勤
、
通
学
先
と
利

用
す
る
交
通
手
段
ー
ー
な
ど
全
部
で
二

十
二
項
目
、

国
勢
調
査
の
は
な
し

最
終
回

(
調
査
員
〉

調
査
員
は
町
内
会
や
自
治
会
、

P
T

筆記用具は

黒鉛筆を

お使い下さい

o
花
輪
は
一
一
一
木
以
内
と
し
そ
の
外

は
印
刷
ポ
ス
タ
ー
を
使
用
す
る

。
部
落
内
の
香
典
は
各
部
落
の
慣

例
に
よ
る
。

o
部
落
外
へ
の
呑
山
県
は
二
、

0
0

0
円
以
内
と
す
る
。

。
お
返
し
は
村
内
は
廃
止
、
村
外

は
一
、

0
0
0円
以
内
と
す
る

。
会
葬
者
に
供
す
る
昼
食
は
折
詰

(
パ
ッ
ク
詰
)
と
す
る
。

3
新

盆o
供
物
代
は
一
、

0
0
0円
以
内

と
し
招
待
者
は
近
親
者
に
限
る

。
招
待
者
以
外
の
者
え
は
引
物
は

L
な
い
0

4
祝
い
ご
と

o
出
産
、
初
正
月
、
初
節
句
な
ど

の
祝
い
ご
と
は
一
回
だ
け
に
ま

と
め
て
行
う
こ
と
と
す
る
。

。
上
機
式
の
引
物
は
廃
止
す
る
。

。
快
気
祝
は
廃
止
す
る
。

(
玉
川
村
新
生
活
運
動
抗
進
協
議
会
〉

==-E・E・-===-EHHE===EE自
由

"===ZEE-ERE--==Enu措置
==--Ea--E=="aE・
E・-霊園==
"

A
、
婦
人
会
な
ど
の
役
員
や
民
生
委
員
連
絡
く
だ
さ
い
。

の
み
な
さ
ん
が
大
部
分
で
す
。
半
数
以
(
調
査
京
)

上
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
調
査
員
と
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
回

し
て
経
験
を
杭
ん
だ
ベ
テ
ラ

ン

で

す

か

〈

総
理
府
統
計
局
)
に
集
め
ら
れ
、
そ

ら
、
わ
か
ら
な
い
点
は
気
軽
に

ご

相

談

の

ま
ま
光
学
式
マ

l
グ
読
取
装
霞
と
い

く

だ

さ

い

。

う

機

械

に

か

け

て

集

計

さ

れ

ま

す

。

調
査
員
は
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
一
ニ
こ
の
機
械
は
、
文
字
が
わ
く
か
ら
は

十
日
ま
で
の
問
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
家

み

出

し

て

い

た

り
、
調
査
票
が
折
れ
た

庭
を
訪
問
し
、
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
り
、
曲
が
っ
た
り
、
汚
れ
て
い
た
り
す

す

。

る

と

、

正

確

に

読

み

取

る

こ

と

が

で

き

ご
記
入
い
た
だ
い
た
-
調
査
察
は
、
十

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注

月
一
日
J
五
日
の
間
に
調
査
員
が
お
伺
意
く
だ
さ
い
。

い
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
時
お
渡
し
く
だ
な
お
、
筆
記
用
具
は
必
ず
寸
黒
鉛

さ

い

。

筆

」

を

お

使

い

く

だ

さ

る

よ

う

お

願

い

な
お
、
調
査
員
が
お
伺
い
す
る
時
期
し
ま
す
。
万
年
筆
や
ボ
ー
ル
ポ
ン
は
ー

に
留
守
だ
っ
た
り
、
調
査
察
を
直
接
調
た
と
え
黒
で
も
絶
対
に
ご
使
用
に
な
白

査
員
に
提
出
す
訟
の
が
因
る
と
い
う
方
な
い
よ
う
に
。
黒
鉛
筆
以
外
は
、

H

読

は
、
早
め
に
国
勢
調
査
担
当
係
ま
で
ご
取
装
置
η

が
作
動
し
ま
せ
ん
。

る
た
め
、
去
る
七
ハ
十
四
日
、
午
後
一

時
よ
り
玉
川
村
就
業
改
普
セ
ン
タ
ー
で

村
内
各
種
機
関
間
体
よ
り
二
五

O
名
が

参
加
し
て
、

H

玉
川
村
新
生
活
推
進
協

議
会
H

の
発
足
を
み
ま
し
た
。

現
在
、
各
部
落
絡
に
部
落
民
の
参
加

を
得
て
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
と
、
実
行

を
進
め
る
た
め
の
説
明
会
を
か
ね
た
懇

談
会
を
閃
ら
い
て
居
り
ま
す
の
で
、
全

村
民
の
御
出
併
と
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

。
新
生
活
運
動
重
点
実
践
推
進
事
項

ー
結
婚
披
露

。
祝
金
は
、
五
、

0
0
0円
以
内

と
す
る

0

抜
件
付
と
引
物
は
祝
金
の
純
閣
内

と
す
る

0

嫁
婿
の
持
参
道
具
は
故
少
限
度

に
立
'
め
る

o
村
の
施
設
を
利
用
す
る

2
葬

儀

へ:事 J 賞 初 合試
お務茨 ι 格
気所わ Iム 発
軽、 L' 与 給表
に宮く
お芭は支月年住
た、、給分三無
づ三自さそ回料
ね二衛れの、で
く J隊ま他約す
だ一、都す諮問
さ四山。手・
い二時募 当九
。四集 がカ

える郷土をささ

'~f 衛自

こ
の
お
〈
し
い
、
永
遠
の
平
和
を

築
く
た
め
、
希
望
に
満
ち
た

僕
た
ち
若
人
の
手
で
支
え
よ
う
ノ
.

応
募
資
格害実

十
八
才
以
上
、
二
十
五

才
未
満
の
日
本
男
子

(
五
十
六
年
三
月
高
校
卒

業
見
込
者
も
含
む
〉

筆
記
試
験
、
身
体
検
査

口
述
試
験
〆

合
格
者
に
は
試
験
後
お

お
む
ね
一
カ
月
以
内
に

採
用
予
定
通
知
と
入
隊

案
内
を
送
り
ま
す
。

八
八
、
四

O
O円

十
カ
月
後
九
六
、
一

O

O
円
と
な
り
、
そ
の
後

年
一
回
昇
給
、
衣
、
食
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。
お
年
寄
り
ゃ

障
害
者
と
税
金

昭和55年9月 1日

(例

1
〉

人
間
っ
て
身
勝
手
な
も
の
で
す
。
若

い
う
ち
は
、
「
自
分
だ
け
は
、
い
つ
ま

で
も
若
い
」
な
ん
て
都
合
の
い
い
こ
と

を
考
え
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
老
い
と
時
間
は
、
止
ま
る

こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
毎
日
の
よ
う
に
交
通
量
が
増

加
し
て
い
る
折
、
思
い
も
よ
ら
な
い
と

こ
ろ
で
災
難
に
あ
う
か
も
わ
か
り
ま
せ

ん。
そ
ん
な
と
き
の
た
め
に
、
税
金
の
部

で
い
ろ
い
ろ
特
典
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す。(
例

2
〉

日
限
自
の
朝
、
公
園
で
お
年
符
り
が

お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
散
歩
を
し
て
い
ま

す
。
幸
せ
そ
う
で
寸
ね
。

日
本
は
長
刀
国
の
一
つ
で
す
が
、
お

年
寄
り
ゃ
社
会
的
、
経
済
的
に
弱
い
立

場
に
あ
る
人
に
対
し
て
、
老
令
福
祉
年

金
や
各
種
の
施
設
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

社
会
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
一
方
、
税
金

の
聞
で
も
い
ろ
い
ろ
な
特
典
を
設
け
て

お
り
ま
す
。

。
青
色
申
告
の
お
す
す
め

No. 169 たまかわ

昭
和
二
十
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
政

も
と

峯
寺
住
職
遠
藤
至
道
老
師
の
許
に
宮
田

善
幸
と
い
う
法
師
(
修
験
者
と
称
し

た
〉
が
若
妻
を
伴
っ
て
訪
れ
た
。
開
け
を

ば
観
音
様
の
留
守
居
役
に
住
込
み
た
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

至
道
老
師
は
、
こ
の
願
い
を
心
よ
く

聞
き
入
れ
た
の
で
法
師
は
希
望
ど
う
り

留
守
居
役
と
し
て
住
込
む
こ
と
が
で
き

た
。
は
じ
め
の
う
ち
は
大
変
真
面
目
に

広報

職
務
を
つ
と
め
、
観
音
採
の
仏
生
箱
と

い
う
「
負
箱
」
を
背
負
っ
て
、
近
在
の

信
者
な
ど
か
ら
浄
財
を
受
け
て
生
活
を

し
て
い
た
。

(
こ
の
負
箱
は
鎌
倉
恕
長
寺
か
ら
の
許

可
証
付
き
で
、
証
札
の
大
き
さ
は
縦
三

寸
位
、
横
二
寸
五
分
位
、
表
に
白
悲
山

山
石
法
寺
、
山
石
法
寺
外
五
十
八
ケ
村
と
あ

り
、一
裂
に
鎌
倉
建
長
寺
と
記
さ
れ
た
金

属
で
で
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ん
が
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
帳
簿
を
つ

け
て
い
ま
す
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ノ
」

御
主
人
の
掛
け
戸
ま
で
も
恒
や
か
で

す
ね
。何
か
う
れ
し
い
こ
と
・
で
も
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

「
い
え
ね
、
今
年
か
ら
青
色
申
告
に

し
た
ん
で
す
よ
。
手
続
も
簡
単
な
上
、

税
金
も
安
く
な
る
し
、
女
房
に
も
給
料

を
払
っ
て
帳
簿
を
つ
け
さ
せ
て
い
ま
す

よ
。
」
(例
2
〉

た
だ
い
ま
の
、
中
勺
状
況
の
結
果
を

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

第
一
の
コ

i
ス
、
ど
う
で
も
い
い
対

(
無
関
心
派
)

第
二
の
コ

l
ス
、
い
つ
も
忘
れ
る
君

(
後
で
慌
て
る
会
〉

第
三
の
コ

l
ス
、
ど
ん
ぶ
り
勘
定
治

(
白
色
々
々
)

第
四
の
コ

HF
ス
、
節
税
お
(
背
色
中

此
口
h

グ
ラ
ブ
〉

あ
な
た
は
何
コ

l
ス
:
:
:
?

9月7日は
省エネルギーの日

行楽には、なるべく

パスや電車を使いましょう

EE居室冨盟国

早
い
ほ
ど
よ
い

国
民
年
金
の
加
入

当
村
で
は
、
国
民
年
金
の
未
加
入
者

に
加
λ
促
進
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
お

心
当
り
の
方
は
半
く
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
は
、
二
十
政
か
ら
六
十
歳

ま
で
の
人
で
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公

的
年
金
制
度
に
入
っ
て
い
な
い
日
本
国

民
が
、
す
べ
て
加
入
す
る
同
位
の
年
金

制
度
で
す
。

部
氏
年
金
に
加
入
し
て
、
最
低
一
年

(
訟
法
守

矢
吹
粘
助
)

(例

1
〉

「
今
の
世
の
中
ま
っ
暗
や
み
:
:
:
」

そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
ず
に
隣
り
の
魚

屋
さ
ん
を
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
奥
さ

J
h
v
-
z
h
L
ミ怪奇』¥住宅弘、
h，t
句、砂、‘
r
h
、除、なぞ‘¥降、、
k
、‘、‘、、弘、、
e
k
き与
、¥he
、h
F
K
U
号、¥也、、.、、‘，
k
きh.
、‘，、
h
、k
k
z
h
、谷、、.、、
h
p
ミk
、‘、‘司、
hマ
¥heL
司、号、
.
5
h
、診と陰、、‘、‘‘号、、
b
、‘
3
b
¥
b
z
h
L
ミk
、‘、‘、、弘、‘・
t
耳、
¥h.
、、、与、‘，

忠
二
十
三
年
に
法
師
夫
妻
の
間
に
女
か
ら
出
ょ
う
と
す
る
と
、
本
堂
前
の
鍔

の
子
が
生
れ
た
。
夫
妻
は
そ
れ
は
/
¥
口
に
か
ら
ま
っ
た
大
き
な
白
蛇
が
真
赤

は
大
変
な
古
川
び
よ
う
で
可
愛
が
っ
て
育
な
育
を
だ
し
な
が
ら
、
，
今
に
も
お
そ
い

て
た
が
、
こ
の
子
が
四
才
位
に
な
っ
た
か
か
ら
ん
勢
い
で
、
に
ら
ん
で
い
る
で

時
、
大
約
に
か
ふ
り
(
疫
痢
)
療
養
の
は
な
い
か
、
:
:
:
驚
い
た
法
仰
は
ほ
う

た
め
に
下
山
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ぼ
う
の
態
で
逃
げ
出
し
山
を
下
っ
た
。

そ
し
て
療
養
の
か
い
も
な
く
死
ん
で
そ
れ
か
ら
河
び
山
へ
は
も
ど
ら
な
か

し
ま
っ
た
。
吉
田
法
師
は
大
い
に
い
か
っ
た
と
い
う
。

り
、
「
私
、
が
、
こ
れ
程
ま
で
に
観
昔
絞
こ
の
こ
と
は
古
田
法
的
が
ふ
も
と
の

を
い
い
仰
し
、
心
か
ら
お
仕
え
し
て
い
る
村
人
に
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。

の
に
も
か
斗
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
私
の
法
師
は
、
そ
の
後
、
須
賀
川
方
出
で

子
を
別
け
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
、
利
向
か
、
よ
き
働
き
口
を
見
つ
け
て
働
い

も
仏
も
あ
る
も
の
か
。
」
と
本
立
に
入
て
い
た
が
、
の
ち
に
な
く
な
っ
た
と
い

り
あ
ば
れ

氾

っ

た

。

う

こ

と

で

あ

る

。

さ
ん
ざ
ん
、
う
っ
噴
を
は
ら
し
本
並

以
上
保
険
料
を
完
納
し
て
い
れ
ば
、
障

害
、
持
子
、
山
中
母
子
、
遺
児
な
ど
の
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
し
、
二
十
五
年
以

上
加
入
す
れ
ば
、
六
十
五
歳
に
な
る
と

老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
加
入
は

早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
よ
い
わ
け
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
人
、
他
の
公
的
年

金
を
や
め
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
年

金
へ
入
る
は
ず
の
人
で
ま
だ
未
加
入
の

人
は
、
す
ぐ
に
役
場
住
民
課
国
民
年
金

係
又
は
須
釜
支
所
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
住
民
課
国
民
年
金

係
又
は
須
釜
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
の

こ
と
。事

務
所
移
転
の
お
し
ら
せ

こ
の
ほ
ど
左
記
の
通
り
事
務
所
を
移

転
し
た
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

。
玉
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
は

玉
川
村
就
業
改
諮
問
セ
ン
タ
ー
二
階
へ

(
心
配
ご
と
相
談
所
も
含
む
)

O
石
川
地
方
農
業
共
済
組
合
玉
川
出
張

所
は
、
玉
川
村
尚
工
会
館
へ

そ
れ
片
¥
移
転
い
た
し
ま
し
た
。
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昭
和
五
十
六
年
度
、
須
賀
川
地
方
広

域
消
防
組
合
、
消
防
職
員
採
用
試
験
を

つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で

お
し
ら
せ
致
し
ま
す
。

一

、

職

務

消

防

業

務

全

般

二

、

募

集

人

員

若

干

名

一
ニ
、
受
験
資
格
昭
和
三
十
一
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
三
十
八

年
四
月
一
日
ま
で
に
生

れ
た
男
性
で
、
高
等
学

校
卒
業
以
上
の
学
歴
を

有
す
る
者
又
は
昭
和
五

十
六
年
三
月
卒
業
見
込

み
の
者
、

た
だ
し
、
お
お
む
ね

身
長
一
・
六
メ
ー
ト
ル

以
上
、
胸
囲
ば
身
長
の

ニ
分
の
一
以
上
視
力
は

両
限
と
も
裸
眠
で

0
・

三
以
上
で
色
神
が
正
常

で
あ
る
者
。

次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
の
国
籍
を
有
し
な

い
者
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治

産
者
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ

ら
れ
そ
の
執
行
を
終
る

ま
で
又
は
そ
の
執
行
を

受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

須
賀
川
地
方
広
域
消
防

組
合
職
員
と
し
て
懲
戒

免
職
の
処
分
を
受
け
、

当
該
処
分
の
日
か
ら
二

年
を
経
過
し
な
い
者

日
本
国
憲
法
施
行
の
日

以
後
に
お
い
て
、
日
本

国
憲
法
文
は
そ
の
下
に

、、。，，句ム，，，‘、(2) (3) (4) (5) 

成
立
し
た
政
府
を
暴
力

で
破
壊
す
る
こ
と
を
主

張
す
る
政
党
そ
の
他
の

団
体
を
結
成
し
、
又
は

こ
れ
に
加
入
し
た
者

四
、
試
験
の
方
法
及
び
内
容

ω第
一
次
試
験

高
等
学
校
卒
業
程
度
で
、
次
の
科

目
に
つ
い
て
教
養
試
験
矛
び
適
性

検
査
を
行
い
ま
す
。

試験種目

社会・人文・自然に関する一般知

識及び文章理解・判断推理 ・数的 択一式
教養試験

推理資料解釈に関する一般知能

国語・社会 ・作文 記述式

適性検査
.反復横とび・垂直とび・握力・ジグザグドリ

プル50メートノレ走

ω第
二
次
試
験

第
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、

次
に
よ
り
試
験
等
を
行
い
ま
す
。

ア
、
口
述
試
験

主
と
し
て
人
物
に
つ
い
て
偲
別

面
接
に
よ
る
試
験
等
を
行
い
ま

す
。

ィ
、
身
体
検
査

組
合
が
指
定
す
る
医
療
機
関
の

検
査
を
受
け
、
そ
の
検
査
書
の

指
示
に
基
づ
い
て
職
務
遂
行
に

必
要
な
健
康
度
を
有
す
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

ω身
上
等
の
調
査

第
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て

受
検
資
格
の
有
無
、
申
込
書
記

載
事
項
の
真
否
等
に
つ
い
て
調

査
し
ま
す
。

五
、
試
験
の
期
日
、
場
所
及
び
合
格
者

の
発
表

区 分 期 日 場 !2I 合格者発表!

昭和田年11月9日(日〉 須賀川地方広域消防

午前i8時30分から午後生本部〈須賀川市大字'

第 1次試験
5時まで〈教養試験〉 西川字丸田90)

合格者に通

昭和55年11月10日〈月〉 須賀川市体育館〈須
知します。

午後O時30分がら午後 賀川市八幡町 135番

5時まで〈適性検査〉 地〉

第2次試験 昭和55年12月上旬予定 須川市賀八川市幅町役所135(〉須賀 I

六
、
合
格
か
ら
採
用
ま
で

合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
高

点
順
に
記
載
さ
れ
、
採
用
見
込
数
及

び
欠
員
数
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
ま
す

し
た
が
っ
て
、
合
格
さ
れ
て
も
採
用

さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効

期
聞
は
原
則
と
し
て
一
年
間
で
す
。

七
、
勤
務
場
所
及
び
持
遇

(1) 

勤
務
場
所

須
賀
川
消
防
署
、
石
川
分
署
、

長
沼
分
署
、
平
田
出
張
所
、

浅

川
出
張
所
、
鏡
石
出
張
所
、
古

殿
分
遣
所
及
び
湯
本
分
遣
所
の

い
づ
れ
か
に
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
、
ま
た
転
勤
も
あ
り
ま
す

ム

ロ

ゴ

峠

・

土

小

品

寸

(2) 

学歴区分 初任給 官荷 考

高校卒業 81，400円 採用される前に

職歴を有する場

短大卒業 86，800円 合には、一定基

準に応じて加算

大学卒業 93，200円 されますO

(3) 

諾山
t
宇
宙
d

右
記
の
外
、
扶
養
手
当
、
通
勤

手
当
、
住
居
手
当
、
超
過
勤
務

手
当
、
期
末
、
勤
勉
手
当
、
特

殊
勤
務
手
当
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の

条
件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す

被

服

制
服
、
制
帽
、
手
袋
、
ワ
イ
シ

ャ
ツ
、
ネ
グ
タ
イ
等
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

八
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

ω受
験
申
込
用
紙
の
請
求

受
験
申
込
用
紙
は
、
消
防
本
部
、

消
防
署
、
分
署
、
出
張
所
及
び
分

遺
所
叉
は
長
沼
町
、
鏡
石
町
、
岩

顕
村
、
天
栄
村
、
石
川
町
、
玉
川

村
、
平
田
村
、
浅
川
町
及
び
古
殿

町
役
場
の
各
総
務
課
に
あ
り
ま
す

な
お
、
郵
便
に
ま
り
受
験
申
込
用

紙
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の

表
に
「
採
用
試
験
申
込
用
紙
請

(4) 

求
」
と
朱
書
し
、
五

O
円
切
手
を

は
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封

筒
を
必
ず
同
封
し
て
、
須
賀
川
地

方
広
域
消
防
本
部
に
送
付
し
て
下

支」い。

ω申
込
方
法

ァ
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
正
確

に
-
記
入
し
て
、
須
賀
川
地
方
広
域

消
防
本
部
総
務
課
に
提
出
し
、
受

験
票
を
受
領
し
て
下
さ
い
。

申
込
用
紙
を
郵
送
す
る
場
合
、

五

O
円
切
手
を
は
っ
た
あ
て
先
明

記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し

「
採
用
試
験
申
込
」
と
朱
書
し
て

送
付
し
て
下
さ
い
。

イ
、
受
験
票
を
受
領
し
た
と
き
は
、

六
ヶ
月
以
内
に
撮
影

L
た
本
人
の

写
真
〈
上
半
身
、
脱
帽
、
正
面
向

無
背
景
、
縦
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

横
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
〉
を
写
真

の
欄
に
は
っ
て
試
験
当
日
必
ず
持

参
し
て
下
さ
い
。
受
験
票
が
な
い

場
合
又
は
受
験
票
に
写
真
が
は
っ

て
な
い
場
合
は
受
験
で
き
ま
せ
ん

ω受
付
期
間

昭
和
五
十
五
年
九
月
一
日
(
月
〉
か

ら
十
月
九
日
(
木
〉
ま
で
。

受
付
事
務
は
、
平
日
の
午
前
八

時
一
一
一
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

〈
土
曜
日
誌
主
午
ま
で
〉
行
い
ま

す
。
郵
送
に
よ
る
申
込
み
で
も
十

月
九
日
ま
で
必
着
と
し
ま
す
。

九
、
そ
の
他

こ
の
試
験
に
関
し
不
明
な
点
は
、

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部
総
務
課

に
問
い
合
せ
下
さ
い
。

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部
総
務
課

(
須
賀
川
市
大
字
西
川
字
丸
田
九

O
〉

郵
便
番
号
、
九
六
二
?
電
話
三
須
賀

川
痛

(
O二
四
八
七

γ六
1
一
三
一

一一例



す
る
お
母
さ
ん
で
、
妊
娠
中
及
び
活
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
、
販
売

産
後
一
年
以
内
の
お
母
さ
ん
が
対
癌
で
は
「
家
庭
配
達
申
込
書
」
を

象

と

な

り

ま

す

。

準

備

し

て

あ

り

ま

す

0

0
供
給
期
間
、
毎
月
一
日
ま
で
に
お
二
、
幼
稚
菌
牛
乳

申
込
み
の
場
合
は
、
そ
の
月
の
一
付
対
象
幼
稚
園
学
校
教
育
法
に
規
定

日
か
ら
、
ニ
日
以
降
に
お
申
込
み
す
る
幼
稚
園
で
す
。

の
場
合
は
翌
月
一
日
か
ら
の
供
給
∞
供
給
数
量
幼
児
一
人
一
日
当
り
こ

と
な
り
ま
す
o

叉

期

間

は

妊

婦

及

。

。

∞

を

限

度

と

し

ま

す

。

同
供
給
価
格
現
行
価
格
か
ら
奨
励
金

び
産
婦
そ
れ
ぞ
れ
ニ
カ
月
間
、
J

必

'

7

5

円
又
は
七
円
を
差
し
引
い
た
価

ベ

四

か

月

間

と

な

り

ま

す

。

格

以

下

と

な

り

ま

す

o

侍
供
給
方
法
、
供
給
期
間
中
は
家
庭
三
、
老
人
牛
乳

配
達
に
し
て
い
た
だ
き
、
庖
頭
買
付
対
象
老
人
ホ

1
ム
、
老
人
福
祉
法

は

対

象

と

な

り

ま

せ

ん

。

に

規

定

す

る

老

人

ホ

l
ム
で
す
。

曾
供
給
数
量
、
厚
生
省
令
に
競
定
さ
∞
供
給
数
量
、
老
人
ホ

i
ム
入
居
者

れ

て

い

る

「

牛

乳

」

に

限

ら

れ

、

一

人

一

日

当

り

ニ

O
O
∞
を
限
度

一
人
一
日
二

O
O
∞

一

本

で

す

。

と

し

ま

す

。

的
供
給
価
格
、
通
常
の
家
庭
配
達
価
伺
供
給
価
格
現
行
価
格
か
ら
奨
励
金

格
か
ら
一
九
円
一
ニ
六
銭
の
奨
励
金
六
円
を
差
し
引
い
た
価
格
以
下
と

を

差

し

引

い

た

特

別

価

格

で

供

給

な

り

ま

す

。

し

ま

す

。

一

日

一

本

の

牛

乳

で

三

六

五

日

皆

さ

ん

付
申
込
方
法
、
最
寄
り
の
牛
乳
販
売
自
身
で
、
健
康
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

号電電
4亀
告
書
電
電
s
i、
き
埼
、
き
唱
、
ミ
き

3
3荷
主
、
当
者
i
、
き
ミ
宅
、
、
‘
ミ
、
ミ
号
、
3
、亀宮司司、、、

1
4当言、号、、句、語、司、者、号、句、岡、司、、‘ミ、雨、司、‘号、司、電、ミ司、、
4
h
i、、句、
h
q
a
司、、、、‘、
h、司、、、、
1
1
1
1、j

す
。
病
院
で
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

食
欲
が
な
い
の
は
、
ひ
と
こ
と
で
い

の
機
能
の
恕
下
の
表
れ

三間9
月

防日
災は
の 2
日川111言

起震棄による地震の体験風景

天災は忘れたとLろにやってくる一ーいっ襲ってくるかわからない

地震に備えて、ふだんから心の準備をするとともに、ご家庭でで、の

地震対策H を怠ることなく、被害を最少限にくいとめるようみ

んなで考えましょう。

牛
乳
の
生
産
者
、
乳
業
者
及
び
販
売

業
者
が
、
こ
ぞ
っ
て
福
島
県
牛
乳
普
及

協
会
を
設
立
し
、
県
内
産
の
牛
乳
で
県

民
皆
さ
ん
の
「
健
康
幸
つ
く
り
」
「
体
力

づ
く
り
」
「
栄
養
改
善
」
に
お
手
伝
え

す
る
た
め
、
牛
乳
の
飲
用
普
及
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

牛
乳
に
は
内
他
の
食
品
に
比
べ
て
良

資
な
タ
ン
由
質
、
消
化
の
よ
い
脂
肪
分

吸
収
の
よ
い
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
、
他
に
ビ

タ
ミ
ン

B
2
が
豊
富
に
し
か
も
完
全
に

パ
ッ
ク
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
協
会
で
は
、
全
国
協
会
か
ら

の
補
助
を
受
け
て
、
次
の
事
業
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

一
、
妊
産
婦
牛
哀

付
供
給
対
象
、
母
子
健
康
手
帳
を
有

食
欲
の
な
い
と
き

⑧
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ

i

食
欲
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い

わ
れ
ま
す
。
た
し
か
に
、
体
の
具
合
が

わ
る
い
と
き
な
ど
は
、
自
の
前
に
お
い

し
い
食
べ
物
を
出
さ
れ
て
も
食
べ
る
気

が
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
い
っ
て
、
食
欲
の
不
振
が
す
べ
て

病
気
の
症
状
と
し
て
起
こ
る
か
と
い
い

ま
す
と
、
そ
う
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
睡

眠
不
足
な
ど
か
ら
く
る
一
時
的
な
疲
れ

や
、
運
動
不
足
、
夏
の
暑
さ
や
ス
ト
レ

ス
過
剰
な
ど
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
に

よ
る
食
欲
不
振
も
日
常
わ
た
し
た
も
の

よ
く
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

たまかわ広報

こ
う
い
っ
た
ケ

i
久
は
、
さ
ほ
ど
心

配
い
り
ま
せ
ん
が
、
異
常
に
食
欲
が
な

い
と
き

i
i
i食
欲
の
な
い
状
態
が
長
く

続
く
場
合
は
、
医
師
の
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。不
振
の
原
因

でーす。と
く
べ
つ
病
気
で
な
く
て
も
、
む
し

畏
く
て
熟
艇
で
き
な
か
っ
た
り
、
不
規

則
な
生
活
が
続
い
て
過
労
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
に
よ
る
心
因
性
の
疲
労
が
重
な
る

と
、
胃
腸
の
働
き
が
鈍
く
な
り
食
欲
、
前

減
退
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
消
化
液
の
分
部
が
不
活
発

に
な
る
た
め
で
す
。

し
か
し
、
た
だ
単
に
消
化
器
.
の
機
能

が
一
時
的
に
わ
る
く
な
る
だ
け
で
な
く

胃
炎
や
回
目
か
い
よ
う
、

m
R
が
ん
な
ど
消

化
器
系
統
の
病
気
が
あ
る
場
合
は
、
食

欲
不
振
は
半
月
、
一
カ
月
と
長
期
に
わ

た
り
ま
す
。

好
物
の
ス
テ
ー
キ
を
見
て
も
、
ま
っ

た
く
食
指
が
動
か
な
い
と
か
、
見
た
だ

け
で
吐
き
気
を
も
ょ
う
す
よ
う
に
な
る

と
、
こ
れ
は
も
う
明
ら
か
に
異
状
で

⑨
食
事
の
注
意

運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
過
剰
な
ど
に

よ
る
一
時
的
な
食
欲
減
退
の
場
合
は
、

消
化
の
よ
い
も
の
を
少
し
づ
っ
回
数
を

多
く
と
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
お
か
ゆ
、
う
ど
ん
、
。
ハ

ン
、
か
ゆ
な
ど

i
l。
胃
腸
の
機
能
が

弱
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
な
る
べ
く

負
担
を
軽
く
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
副
食
は
自
身
の
魚
や
鶏
肉
、

あ
る
い
は
ス

I
プ
、
茶
わ
ん
む
し
、
く

だ
も
の
ジ
ュ
ー
ス
、
酢
の
も
の
な
ど
口

当
り
の
よ
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

一
方
で
、
早
護
早
起
き
、
散
歩
、
運

動
な
ど
の
ほ
か
、
趣
味
な
ど
で
気
分
転

換
所
は
か
り
な
が
ら
、
規
則
正
し
い
生

活
の
リ
ズ
ム
を
と
り
戻
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
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